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1．学ぶプロセスに評価活動を組み込む背景

　筆者は他機関において，学生が評価項目作成から参加し主体的に学ぶ活動実践のデザイ
ンを試みてきた（佐野，2010等）。評価が教員から一方的に示されるだけの場合，学生は
その評価項目の妥当性をよく吟味せず，教員評価項目が「できた／できなかった」ことに
終始してしまいがちである。その結果，全員同じような個性のない成果で終わることに懸
念を感じていたことが実践の背景にあった。しかし，実践を試みるうちに，次のことが分
かってきた。それは，①教員が設定する目標や評価基準だけではなく，学生が主体的に自
分で自分の目標や評価項目を考え，自己・他者の評価活動を学習プロセスに組み込むこと
で学びにつながること，②対話的に評価を行うことは，学習者が自律的，協働的に学ぶこ
とにつながること，の 2点である。こうした学ぶプロセスそのものに評価を組み込む実践
は作文教育実践（原田ら，2017）においても見られる。

2．「総合日本語 6」におけるプレゼンテーション評価活動

　本実践は総合日本語 6Aクラス筆者担当日に行った。総合日本語 6では，作文・プレゼ
ンテーション活動においてルーブリックによる評価を行っている。総合日本語 6では「同
レベルを教える教師が学生を評価する際の統一的な指標になる」「学生にとって目指す成
績評価の着地点が分かりやすい」という側面から，ルーブリックの導入・活用している。
使用するルーブリックは，コーディネーター教員が整備したものである。
本実践では，発表活動において，学ぶプロセスそのものに評価活動を組み込むことを目指
し，成績評価とは別に，学生が自分の評価項目を考え，他者・自己評価をする活動を試み
た。

3．実践の目的と方法

　総合日本語 6では，担当教員 2名によるチームティーチングを行っている。本実践は，
期末発表プレゼンテーションを対象として筆者担当日に行った試みである。
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【発表 1週間前】：期末発表の評価についての説明を行い，ルーブリックの確認をした。そ
して，「今学期の期末発表で自分が目指したいと思うこと」へのチャレンジを呼びかけ，
全員がチャレンジをすることになった。その後，「期末発表で自分が目指したいこと」を
各自 3項目書き，なぜその 3項目を目指したいのかについて話し合った。発表当日，この
3項目は，項目作成者自身の発表評価項目に加わること，3項目の評価はクラスメートと
教員が行うこと，発表者自身もこの評価項目を使って自己評価コメントを書くことを確認
した。また，この 3項目による評価については，成績評価には入らないことを示した。
【発表当日】：発表者が書いた「期末発表で目指したいこと」3項目に基づき，発表者向け
に聴き手がコメントシート記入。自分の発表後は自己コメントを記入した。
【発表後】：希望する学生に筆者とのふり返りセッション，インタビューを行った。

4．学習者の評価項目自己作成と今後の課題

　筆者とのふり返りセッション・インタビューを行った学生は，本実践について，「先生
は（学生が目指したいと思っていることに）注目してくれないが，今回は目指したいと
思っていることを自分で決めることができて良かった」，「発表の成績評価はあまり気にな
らないが，自分ができるようになりたいことについて他の人はどのように思っているの
か知ることができた」等の経験を得ていた。また，「以前の目標を思い出し，そして今の
こと，次に将来の目標について，今までの学習を通して考える機会となった」ことをふり
返っていた。同時に，教員が評価に用いるルーブリックについても「何が足りなかった
のか，どうすれば前よりもよい評価になることができるのか，アドバイスを聞きやすい」
等，ルーブリックによる評価の必要性も感じていた。学生は授業で学んだことへの明確な
評価を教員から受けながら学ぶのと同時に，自律的に自分が目指す目標や着地点を持ち，
他者・自己評価を通して学ぶ姿も見られた。しかし，インタビュー協力者からは，こうし
た気づきはふり返りセッションがないと難しいとの声もあった。今回の実践では，クラス
内でふり返り活動を行うことができなかったが，今後もこの試みをもとに，学ぶプロセス
に評価を組み込む実践を考えていきたい。
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